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出会い・ふれあい出出出出会会会いいい・・・ふふれれれあああいい

　黒田さんは、第14期の総合行政審議会の最年
少委員として委嘱を受けました。
　現在、大学で教育学を専攻しており、今春か
ら大学院に進学し、心理学を学ぶ予定です。
　また、クラシックバレエ・ダンスが好きとい
うこともあり小学５年生の時から、劇団ドラゴ
ンファミリーに入団し、中心俳優として活躍し
ています。
　舞台を見ていただけるお客様に喜んで頂ける
のが分かると、やめられない。入った頃は自分
が舞台に立つのが楽しいという気持ちの方が大
きかったけれど、現在はお客様を喜ばせたいと
いう気持ちの方が大きく、できる限り続けてい
きたいと思っているそうです。
　総合行政審議会の委員になった事について
は、正直、市のことについては分からないこと
の方が多いけれど一生懸命に頑張りたい。勝山

の事を知るいいチャンスだと思っているそうで
す。
　「自分の周りでは大学で県外に出ていても勝
山に帰ってきている人も多く、勝山が好きとい
う声をよく聞く。そのような同世代と行政との
橋渡しの役をして、勝山を変えていきたいと
思っています。」と笑顔で抱負を語っていただ
きました。

黒 田 成 美 さん（22）
＝荒土町布市＝

勝山を変えていきたい！
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■
各
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催

　

日
常
生
活
道
具
を
素
材
に
し
て
、
そ

の
年
の
干
支
や
吉
祥
に
ち
な
ん
だ
も
の

を
形
づ
く
る
「
作
り
物
」
と
、
風
刺
の

効
い
た
川
柳
に
絵
を
添
え
て
楽
し
ま
せ

る
「
行
燈
」。
両
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査

が
27
日
に
行
わ
れ
、
昨
年
に
引
き
続
き

ど
ち
ら
も
芳
野
区
の
作
品
が
勝
山
市
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
28
日
に
行
わ
れ
た
子
ど
も
ば

や
し
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
下
長
渕
区
が

10
年
連
続
で
勝
山
市
長
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

※ 

コ
ン
ク
ー
ル
結
果
は
前
ペ
ー
ジ
参
照

作り物（芳野区）

子どもばやし（下長渕区）

行燈（芳野区）

短冊の取付（本町通り）短冊の取付（本町通り）櫓の組立（上郡区）櫓の組立（上郡区）

のぼり旗取付のぼり旗取付

絵行燈の絵付絵行燈の絵付

左 義 長 準 備 風 景

各コンクール
勝山市長賞
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■
約
10
万
人
が
浮
か
れ
る

　

２
月
27
日
・
28
日
に
奥
越
に
春

を
呼
ぶ
「
勝
山
左
義
長
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
始
ま
り
を
告
げ
る
一

番
太
鼓
が
行
な
わ
れ
た
下
袋
田
区

櫓
に
は
多
く
の
市
民
・
カ
メ
ラ
マ

ン
・
観
光
客
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

27
日
の
日
中
は
曇
り
で
夜
に
は

あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
ま
し

た
。
28
日
は
晴
天
で
汗
ば
む
陽
気

と
な
り
大
勢
の
方
が
ま
つ
り
に
訪

れ
、
２
日
間
合
計
で
昨
年
よ
り
1

万
人
少
な
い
約
10
万
人
の
人
出
と

な
り
ま
し
た
。

　

残
雪
の
山
々
を
背
景
に
色
鮮
や

か
な
短
冊
が
風
に
な
び
き
、
春
の

訪
れ
を
願
う
浮
か
れ
太
鼓
や
お
囃

子
を
、
櫓
の
上
で
演
ず
る
人
も
櫓

の
下
で
見
る
人
も
皆
さ
ん
が
に
こ

や
か
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

春を呼ぶ奇祭勝山左義長
　　　まつり 開催

一番太鼓（下袋田区）一番太鼓（下袋田区）

各コンクールの結果一覧
地区名 第63回作り物コンクール 第32回行燈コンクール 第46回子どもばやしコンクール

下 袋 田 区 勝山地区区長会長賞 勝山白絹番傘川柳会会長賞 福井新聞社賞
下 後 区 勝山商工会議所会頭賞 奨励賞 勝山青年会議所理事長賞
上 長 渕 区 ― 奨励賞 ―
下 長 渕 区 奨励賞 奨励賞 勝山市長賞
富 田 区 奨励賞 勝山左義長まつり実行委員会委員長賞 ―
芳 野 区 勝山市長賞 勝山市長賞 勝山商工会議所会頭賞
沢 区 奨励賞 奨励賞 勝山市議会議長賞
元町2丁目区 福井テレビ賞 中日新聞社賞 ―
立 川 区 奨励賞 （公社）勝山市観光協会会長賞 福井テレビ賞
上 郡 区 勝山左義長まつり実行委員会委員長賞 奨励賞 勝山地区区長会長賞
上 後 区 奨励賞 奨励賞 勝山左義長ばやし保存会長賞
中 後 区 奨励賞 奨励賞 勝山市子ども会育成連絡協議会長賞
上 袋 田 区 福井新聞社賞 勝山市議会議長賞 （公社）勝山市観光協会長賞
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左 義 長 ま つ
一
り
駒

■
ど
ん
ど
焼
き
で
フ
ィ
ナ
ー
レ

　

2
日
間
の
ま
つ
り
を
締
め
く
く

る
ど
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

28
日
午
後
9
時
、
神
明
神
社
で

採
火
さ
れ
た
御
神
火
に
よ
っ
て
九

頭
竜
川
河
原
の
14
の
御
神
体
に
一

斉
に
火
が
放
た
れ
る
と
、
高
く
燃

え
上
が
る
炎
は
夜
空
を
焦
が
し
、

会
場
に
訪
れ
た
人
々
は
、
五
穀
豊

穣
と
鎮
火
（
ひ
し
ず
め
）
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　

奥
越
に
も
よ
う
や
く
春
が
や
っ

て
き
ま
す
。
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五
輪
ま
で
生
き
て
や
る
ぞ
と
喜
寿
傘
寿

池
田　
　

功

神
奈
川
県
川
崎
市

絵
行
燈
道
行
く
人
を
和
ま
せ
る

横
尾　

伸
子

大
阪
府
高
槻
市

絵
行
燈
無
骨
な
父
を
笑
わ
せ
る

鈴
木　

貴
子

栃
木
県
宇
都
宮
市

缶
け
り
の
前
に
小
さ
な
五
郎
丸

森　
　
　

惇

青
森
県
八
戸
市

恐
竜
も
エ
ト
の
仲
間
に
入
ら
ぬ
か

内
田　
　

誠

千
葉
県
船
橋
市

プ
ロ
ポ
ー
ズ
そ
の
時
指
は
五
郎
丸

上
田　

康
宏

奈
良
県
橿
原
市

国
民
の
願
い
も
杭
も
届
か
ざ
る

南　
　

和
男

神
奈
川
県
横
浜
市

恐
竜
が
後
押
し
勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク

中
村　

惠
實

福
井
県
坂
井
市

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
ど
ん
ど
と
燃
え
よ
茜
ち
ゃ
ん

石
倉
ひ
で
子

勝

山

市

絵
行
燈
夢
と
風
刺
の
玉
手
箱

松
田
テ
ル
オ

福
井
県
大
野
市

引
か
れ
た
手
引
い
て
母
の
手
ど
ん
ど
焼
き

井
内　

雅
仁

大
阪
府
吹
田
市

赤
襦
袢
揺
れ
る
童
の
に
ぎ
や
か
さ

曾
根
伊
佐
子

福
井
県
越
前
市

放
つ
矢
は
届
い
て
い
る
の
か
支
持
層
に

脇
川　

一
也

愛
知
県
岩
倉
市

は
い
て
ま
す
？
裸
の
王
様
安
倍
総
理

武
藤　
　

哲

東
京
都
調
布
市

こ
の
年
も
「
熱
く
生
き
ろ
！
」
と
ど
ん
ど
焼
き

大
窪
誠
一
郎

兵
庫
県
神
戸
市

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
国
の
囚
人
ら
し
く
な
る

阿
久
津
凍
河

青
森
県
三
沢
市

時
々
は
爆
買
い
し
ま
す
百
均
で

丸
橋　
　

稔

岡
山
県
津
山
市

左
義
長
に
老
い
の
炎
が
目
を
さ
ま
す

吉
原　

瑞
雲

福
島
県
白
河
市

改
ざ
ん
で
マ
ン
シ
ョ
ン
首
を
か
し
げ
て
る

瀬
戸
佐
多
市

千
葉
県
野
田
市

打
た
れ
る
は
出
る
杭
な
ら
ぬ
地
下
の
杭 

松
川　
　

靖

埼
玉
県
鴻
巣
市

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

第４回勝山左義長まつり
絵行燈用「川柳」全国公募結果

勝
山
左
義
長
と
市
内
観
光
地
見
学
ツ
ア
ー
大
盛
況

◆
県
内
外
か
ら
34
人
参
加

　

勝
山
商
工
会
議
所
主
催
の
「
勝

山
左
義
長
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー
」

が
2
月 

28
日 

・
29
日
に
開
催
さ

れ
、
東
京
、 

神
奈
川
、 

埼
玉
の
関

東
圏
、
大
阪
、
京
都
の
関
西
圏
か

ら
の
参
加
者
を
含
め
、
県
内
外
か

ら
34
人
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
市
民
ガ
イ
ド
や
地
元

の
方
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
各

櫓
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

夜
は
左
義
長
ば
や
し
を
見
な
が

ら
勝
山
の
伝
承
料
理
な
ど
を
味
わ

い
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
ど
ん
ど
焼
き

見
学
を
し
て
左
義
長
ま
つ
り
を
堪

能
さ
れ
ま
し
た
。

◆
参
加
者
の
声

　

新
潟
出
身
で
す
。
東
京
か
ら
の

単
身
赴
任
で
昨
年
春
に
福
井
に
来

た
時
か
ら
勝
山
左
義
長
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
し
た
。
私
が
期
待

し
て
い
た
以
上
の
お
祭
り
で
し
た
。

特
に
櫓
で
太
鼓
を
た
た
く
子
ど
も

た
ち
の
「
笑
顔
」
が
天
使
の
よ
う

で
大
変
素
敵
で
し
た
。
本
日
で
最

終
日
と
な
る
の
が
寂
し
い
感
じ
が

し
ま
す
。 （
47
歳
男
性　

福
井
市
）

　

左
義
長
は
今
年
で
３
回
目
で
す

が
、
毎
回
新
し
い
発
見
が
あ
り
奥

の
深
い
祭
り
だ
と
思
い
ま
す
。
日

本
の
文
化
は
大
変
面
白
く
、
ま
た

各
都
市
ご
と
に
違
っ
た
文
化
が
あ

る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
ま

り
な
い
こ
と
で
す
。

（
25
歳
女
性
Ａ
Ｌ
Ｔ　

勝
山
市
）

　全国から寄せられた絵行燈用「川柳」3,020句から選
ばれた21句が絵行燈として絵付けされ、ゆめおーれ勝山
前に勝山左義長まつりの期間中展示されました。

椎名誠賞　「左義長は見るも踊るも皆主役」
　　　　松永　智文（愛知県清須市）
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今
回
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
自
由
意

見
に
つ
い
て
も
大
変
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
ほ
ん
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

【
交
通
関
係
】

　

恐
竜
博
物
館
へ
の
道
路
の
渋
滞
対
策
を
望

む
意
見
が
多
く
、
恐
竜
博
物
館
駐
車
場
の
増

設
な
ど
が
要
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
観
光
・
産
業
関
係
】

　

多
く
の
観
光
客
が
来
て
い
る
の
に
、
産
業

や
商
業
振
興
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う

意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
教
育
関
係
】

　

大
学
や
専
門
学
校
の
誘
致
、
教
育
環
境
の

充
実
を
望
む
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

【
医
療
・
福
祉
】

　

勝
山
市
に
分
娩
施
設
を
望
む
声
や
、
子
育

て
環
境
の
充
実
、
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

【
そ
の
他
】

　

行
政
と
し
て
の
結
婚
対
策
を
望
む
声
や
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
多
種

多
様
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※ 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
全
デ
ー
タ
の
集
計
結

果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す

あなたが独身でいる理由（複数回答）Q

●20代から30代の独身者のうち「一生結婚するつもりはない」と答えた人の割合は4.3％

●独身でいる理由としては「適当な相手に巡り合わない」が一番多い。次いで「家族を養うほ
どの収入がないから」、「出会いの場がない」も多い

人口減少を克服し、活力ある社会を目指して
勝山市が取り組むべきことQ

産業を振興し雇用を拡大させて、
経済を活性化させる取り組み

地域医療や福祉の充実等、人口減少社会においても
安心して暮らせる福祉を目指す取り組み

子育て支援やワーク・ライフ・バランスの充実により、
結婚・出産・子育ての希望をかなえる取り組み

観光資源やジオパークといった地域資源の活用や、人・物の
交流を拡大し、地域の活性化や賑わいを創出する取り組み

移住定住・ＵＩターン等の推進による
人口の社会減（転出の超過）を抑制する取り組み

その他

適当な相手にまだ巡り会わないから
家族を養うほどの収入がないから

独身の自由さや気楽さを失いたくないから
出会いの場がないから

結婚に対する興味がないから
結婚資金が不足しているから

今は仕事や学業に打ち込みたいから
異性とうまくコミュニケーションが取れないから

結婚するには若すぎるから
結婚相手が結婚に対して消極的だから

その他
わからない
無回答

一生を通じての結婚に対する考え方
（20～ 39歳独身者に聞きました）Q

0 200 400 600 800 1,000 1,200

1,1411,141

595595

591591

589589

371371

358358

332332

269269

247247

4141

220220

226226

561561

いずれ
結婚したい
67.2％

わからない
20.9％

一生結婚する
つもりはない
4.3％

無回答 7.6％

0 1,000 2,000 3,000 4,000

3,7253,725
2,1282,128

1,4501,450

1,2741,274

1,1231,123

181181

●産業振興による
雇用拡大が最も
多く、次いで地
域医療や福祉の
充実による安心
して暮らせる地
域づくりを望む
声が多い

（人）

（人）

そ
の
他
自
由
意
見
に
つ
い
て

そ
の
他
自
由
意
見
に
つ
い
て
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「地方創生に関する
市民アンケート」の結果から

　昨年９月から10月にかけ、市民の皆さまに多大なご協力をいただいた
地方創生に関するアンケートの結果の中から、特に「勝山市地方創生総
合戦略」策定の参考にさせていただいたものの一部をご紹介いたします。
全てのアンケート結果については、市ホームページで公開しています。

対象 市民 中高校生
配布数 21,055 988
回収数 15,542 955
回収率 73.8％ 96.6%

あなたは勝山市が好きですか？
（一般市民・高校生に聞きました）Q

中高校生
好き
45.5％

好きではない 3.5％

無回答 0.3％わからない
5.8％

好きなところも
嫌いな

　ところもある
　　44.9％

無回答 0.3％

自分のお子さんに勝山市への
定住を勧めますか？（一般市民）Q

若い人たちが活き活きと活動するためには（中高校生）Q

薦めない
15.2％

薦める
18.0％無回答

30.1％

わからない
36.7％

勝山市に住み続けたいと
思いますか？（中高校生）Q

いったん
勝山市を出るが、

いずれ
帰ってきたい　
30.6％　　

勝山市に
住み続けたい
23.1％わからない

33.6％

住み続けたくない
12.4％

一　般

好き
34.5％

好きではない
3.5％

無回答 2.5％わからない
6.8％

好きなところも
嫌いな

ところもある
51.1％

●勝山市に対する好き嫌
いについては、一般市
民の３割、中高校生の
４割が「好き」と回答

●中高生の方が一般の方
より勝山市を好きな人
の割合が高い

●「若い人への就労支
援」、「大学生や専
門学校生などの地
元就職への支援」
といった就労支援
を望む声が多い

●若い人の交流でき
る場や、イベントを
望む声も多い

●勝山市への定住
を勧める親世代は
18％にとどまる

●子どもたちは「勝
山市に住み続け
たい」、「いったん
離れても帰ってき
たい」合わせて
半数以上

若い人への就労支援

大学生や専門学校生などの地元就職への支援

若い人が交流する場所の提供

市民のまちづくり活動や若者のイベント開催

大学や専門学校誘致

ＵＩターン者への支援

地域コミュニティへの若者の参加機会の拡充

わからない
0 100 200 300 400

386

298

250

109

110

173173

161161

6565

（人）
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人
権
・
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
人
権
」
は
人
間
が
人
間
ら
し

く
生
き
る
権
利
で
、
す
べ
て
の
人

が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る

権
利
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
日
常
生
活

に
潜
ん
で
い
る
人
権
問
題
を
す
く

い
上
げ
る
た
め
に
、
市
長
の
推
薦

に
よ
り
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受

け
た
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。

　

勝
山
市
で
は
７
人
の
方
が
委
嘱

を
受
け
、
次
の
よ
う
な
活
動
し
て

い
ま
す
。

①
定
例
相
談

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
い
じ
め
・

嫌
が
ら
せ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
差
別
・

虐
待
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
悩

み
の
解
決
の
た
め
、
最
善
の
方
法

を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
守
り
ま
す
。

定
例
人
権
相
談

と　

き
▼
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館
蘭
・
桜
の
間

②
啓
発
活
動
、
人
権
教
育

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い

て
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
小
中
学
校
で
の
人
権
の
花
の

配
付
や
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
募
集
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
や
保
育
園
、
小

学
校
を
訪
問
し
、
人
権
に
関
す
る

意
識
の
啓
発
を
す
る
な
ど
、
人
権

教
育
の
普
及
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

男
性
と
女
性
が
職
場
・
学
校
・

地
域
・
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女

共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
に
は
、

一
人
ひ
と
り
の
取
組
と
意
識
改
革

が
必
要
で
す
。

　

勝
山
市
男
女
共
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

① 

講
座
、〝
か
つ
や
ま
の
ぞ
み
フ
ェ

ス
タ
〞
の
開
催

　

広
く
一
般
に
向
け
、
男
女
が
と

も
に
学
習
す
る
機
会
を
提
供
し
、

意
識
向
上
を
目
的
と
し
ま
す
。

② 

街
頭
啓
発
活
動
・
パ
ネ
ル
展
示

お
よ
び
男
女
共
同
参
画
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施

　

地
域
や
家
庭
で
の
慣
習
や
、
性

別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
の
解
消

な
ど
の
意
識
啓
発
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

③
交
流
会
・
意
見
交
換
会
の
実
施

　

今
年
度
は
、
小
浜
市
男
女
共
同

参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
交
流
会

を
開
催
し
、
両
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

活
動
紹
介
を
行
っ
た
ほ
か
「
組
織

強
化
に
つ
い
て
」、「
男
女
共
同
参

画
社
会
の
推
進
の
た
め
に
」、
な

ど
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
意
見
を
交

換
し
ま
し
た
。
そ
の
意
見
を
一
部

ご
紹
介
し
ま
す
。

• 

地
域
の
会
議
に
出
席
し
て
も
、

女
性
も
一
歩
下
が
ら
ず
意
見
を

述
べ
る
べ
き

• 

性
別
で
は
な
く
、
得
意
分
野
に

応
じ
た
役
割
分
担
を
す
れ
ば
良

い
• 

得
意
な
こ
と
を
活
か
せ
る
環
境

づ
く
り
が
必
要

問　

未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

人
権
を
尊
重
し
た
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現

一
人
ひ
と
り
が
暮
ら
し
や
す

い
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　

平
成
18
年
度
か
ら
３
期
９
年
３

か
月
に
わ
た
り
、
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
活
動
さ
れ
た
比
良
野
八
郎

右
ヱ
門
さ
ん
（
73
）
＝
野
向
町
龍

谷
＝
が
、
任
期
満
了
に
よ
り
委
員

を
退
任
さ
れ
た
こ
と
に
際
し
、
法

務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

１
月
１
日
、
法
務
大
臣
よ
り
新

た
に
２
人
の
方
が
人
権
擁
護
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
３

年
間
で
す
。

（
再
）
宇
佐
美
千
春
さ
ん

＝
鹿
谷
町
東
遅
羽
口
＝

（
新
）
神
下
淳　

さ
ん

＝
野
向
町
龍
谷
＝

問　

未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

長
年
の
功
績
に

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

人
権
擁
護
委
員
の
ご
紹
介
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たくさんの応援を
ありがとう
ございます

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税  

１
５
５
件

１
５
５
件

１
１
４
４
万
４
千
円

１
１
４
４
万
４
千
円

（
Ｈ
27
・
３
〜
Ｈ
28
・
２
受
付
分
）

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付

金
は
、
平
成
27
年
度
に
実
施
し
た

新
体
育
館
建
設
に
か
か
る
事
業
、

平
成
28
年
度
に
実
施
す
る
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
事
業
、
エ
コ
環
境
都

市
推
進
事
業
、
子
育
て
・
高
齢
者

福
祉
関
連
事
業
、
白
山
平
泉
寺
の

世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業
な
ど
、

勝
山
市
の
幅
広
い
分
野
の
事
業
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

４
月
か
ら
の
変
更
点

●
終
了

　
「
新
体
育
館
建
設
」
コ
ー
ス

●
新
設

「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
・

元
気
大
会
に
向
け
た
選
手
強
化

と
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡
大
」

コ
ー
ス

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
開
始

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
か

ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
が
可
能

「ふるさと納税」寄付者一覧（受付順）
氏　名 住　所 金　額（円）

久保　江理　様 石川県 お名前のみ公表
角谷　　正　様 大阪府 30,000
酒井　直代　様 神奈川県 お名前のみ公表
勝見　健二　様 京都府 100,000
山岸　幸江　様 東京都 100,000
三谷　清子　様 京都府 100,000
三谷　信一　様 京都府 お名前のみ公表
皿澤　康孝　様 東京都 お名前のみ公表
皿澤　朝子　様 東京都 お名前のみ公表
安居　早苗　様 京都府 300,000
牧下　昭夫　様 茨城県 30,000
吉田　数子　様 大阪府 お名前のみ公表
武田三千代　様 千葉県 50,000
山内　陽子　様 福井市 200,000
近藤　義親　様 大阪府 100,000
㈱豊栄観光　様 勝山市 1,000,000
田村　幸代　様 大阪府 50,000
佐野　幸男　様 東京都 お名前のみ公表
金森　茂治　様 群馬県 お名前のみ公表
山口　正孝　様 愛知県 2,000,000
中下　正巳　様 奈良県 お名前のみ公表
田中　雅夫　様 和歌山県 お名前のみ公表
畑　　正髙　様 京都府 200,000
西野　　隆　様 石川県 200,000
山内　高嘉　様 東京都 30,000
米脇さとみ　様 富山県 50,000
国村　　守　様 石川県 30,000
森田さだを　様 愛知県 お名前のみ公表
廣田　政治　様 埼玉県 お名前のみ公表
宇野　文男　様 三重県 50,000
奥村與志夫（香代子）様 大阪府 100,000
龍　倫之助　様 東京都 500,000
鳥山　　悟　様 神奈川県 お名前のみ公表
松吉　蓉子　様 大阪府 お名前のみ公表
細野　　治　様 群馬県 200,000
木下　吉数　様 奈良県 50,000
岸下　武雄　様 神奈川県 お名前のみ公表
森瀬　博信　様 東京都 600,000
湯屋　基生　様 神奈川県 お名前のみ公表
建国記念奉祝者御一同　様 勝山市 50,000
※お名前の公表を承諾された方のみ掲載しています
　（県の共同窓口を通じた寄付を含む）
※ 紙面の都合上、3万円以上のご寄附をいただいた
方のみ掲載しています（全ての方のお名前は市
ホームページに掲載）

ふるさと納税の返礼品を募集します
　勝山市にふるさと納税をした方へ、返礼品として進
呈する商品の提供・発送に協賛いただける事業者を募
集します。
対 象事業者▶市内に事業所または事務所を有する法人
その他の団体または個人
返 礼品▶本市の魅力を伝えられ、市内で製造、加工、
採取、栽培、サービスの提供がなされているもの
返 礼品の価額▶4,000円相当以上、8,000円相当以上
（消費税・送料含む）の２種類
　※返礼品の代金は市が定額で負担します
申 請方法▶詳しくは未来創造課に設置の募集要項また
は市ホームページをご覧ください
第１次申請期限▶4月28日㈭

返礼品発送の流れ

申・問　未来創造課（市役所2階）☎88 ｰ 1115

寄附者 協賛事業者

勝山市役所

返礼品発送返礼品発送

ふるさとふるさと
納税納税

代金請求代金請求

発注発注
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平成28年度農作業標準料金

●農業機械・施設等作業料金（稲作の場合でオペレーター代込み※補助員は別途）

●農業機械・施設等作業料金（転作の場合でオペレーター代込み）

農作業標準賃金（1日8時間、一般作業）

9,180～10,260円

オペレーター標準賃金 同補助オペレーター標準賃金
1時間 2,592円 1時間 1,877円

1日　20,736円 1日　15,012円

○農作業標準料金は、圃場整備した30a程度の田で試算してあります。
○各作業料金は、あくまでも目安ですので当事者間で話し合いの上で決定してください。
※圃場の立地条件や整備状況（傾斜状況・区画の大小）などに左右されるため

作　業　区　分 単　位 料　金 備　　　　考

耕　起
ロ ー タ リ ー 耕 10アール 6,912円 1回当たり
パワーディスク耕 10アール 4,212円 1回当たり

荒がき ロ ー タ リ ー 耕 10アール 3,996円 1回当たり
代 　 か 　 き 10アール 6,912円 2回がけ
田 　 植 10アール 7,776円 苗、肥料、除草剤は別途
収 　 穫 10アール 16,632円 もみ運搬は別途
乾 　 燥 60kg 1,134円
も み す り（ 粗 玄 米 ） 60kg 540円 補助員１人含む。石抜・色彩選別機は別途
防 　 除 10アール 399円 背負式動力散粉機使用1回当たり
水稲種子コーティング 10アール 6,264円
直 播 作 業 10アール 6,372円

作業区分 大　　麦 そ　　ば 大　　豆 備　　　考

耕起・播種 6,588円 5,832円 種子代は別途

収　　 穫 12,096円 11,124円 もみ運搬は別途

溝 掘 り 4,104円 ロータリートレンチャー
標準延長200ｍ

培　　 土 ――― 4,320円 ロータリーカルチ

防　　 除 291円 １回当たり

参考：畦畔草刈作業　1,404円/時（草刈機持ち込み、損料・燃料含む）

※消費税込み額

決定！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
農
地
の

情
報
を
公
表
し
て
い
ま
す

農
地
に
関
す
る
相
談
・

手
続
き
は
こ
ち
ら

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
農
業
委
員
会
な
ど
が

農
地
情
報
を
公
表
す
る
「
全
国
農
地
ナ
ビ
」

が
本
格
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
だ
れ
も
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
地
図
で
、
農
地
の
所
在
、
意
向
、
農
地
の

貸
し
借
り
の
状
況
な
ど
の
情
報
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。
農
地
の
利

用
促
進
、
集
積
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
農
地
台
帳
の
情
報
を
充
実
し
て
い

く
た
め
の
利
用
状
況
調
査
や
意
向
調
査
に
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

農
地
に
関
す
る
相
談
、
転
用
に
つ
い
て
の

手
続
き
、
無
断
転
用
の
連
絡
・
相
談

　

問　

農
業
委
員
会
事
務
局☎

88
‐
８
１
１
５

●
農
地
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て

　

問　
（
公
財
）
勝
山
市
農
業
公
社

☎
88
‐
５
５
２
０

全国農地ナビ
(https://www.

alis-ac.jp)
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農業委員会
だより

遊休農地の発生防止・解消に向けて遊休農地の発生防止・解消に向けて

農業者年金農業者年金に加入しましょう！に加入しましょう！

　農地の所有者は、「農地の適正かつ効率的な利用を確保するようにしなけれ
ばならない」と法律で定められています。農地が適正に管理、利用されないと
遊休農地化し近隣の農業者・市民へ迷惑がかかります。

問　農業委員会事務局（市役所1階）☎88 ｰ 8115

利
用
状
況
調
査
の
実
施

　

農
業
委
員
会
で
は
、
昨
年
10
月
に
『
遊

休
農
地
』
の
状
況
把
握
の
た
め
、
利
用

状
況
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

利
用
状
況
調

査
は
、
年
１
回

の
調
査
（
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
）

が
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
ま

す
。

遊
休
農
地
と
は
？

　

１
年
以
上
に
わ
た
り
、
耕
作
さ
れ
て

お
ら
ず
、
今
後
も
耕
作
さ
れ
る
見
込
み

が
な
い
農
地
で
す
。

遊
休
農
地
の
所
有
者
な
ど
へ
の

利
用
意
向
の
確
認

　

利
用
状
況
調
査
の
結
果
、
遊
休
農
地

の
所
有
者
へ
、
今
後
の
利
用
の
意
向
（
自

ら
耕
作
、
中
間
管
理
機
構
を
利
用
、
農

業
公
社
を
利
用
な
ど
）
を
確
認
す
る
た

め
、
法
律
に
基
づ
き
、「
利
用
意
向
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

お
手
元
に
「
農
地
に
お
け
る
利
用
の

意
向
に
つ
い
て
」
の
文
書
が
届
き
ま
し

た
ら
、
お
手
数
で
す
が
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
回
答
期
限
ま
で
に
農
業
委
員

会
事
務
局
へ
同
封
の
封
筒
に
入
れ
て
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

利用状況調査の様子

あなたの老後生活の備えはじゅうぶんですか？
年金は家族一人ひとりについて
準備することがたいせつです。

農地の権利名義に
関わりなく加入できる

保険料は経営・家計
状況により自由に設定

終身年金で
80歳までの保証付き

少子高齢化に強い
積み立て方式・確定拠出型

支払保険料の全額
社会保険料控除で節税

　国民年金第1号保険者で、
年間60日以上農業に従事する
60歳未満の方ならＯＫ。

　月額２～ 6.7万円の間で、
1000円単位で設定。途中で
増減も可能。加入・脱退は
自由。

　原則65歳から生涯年金を受
給。仮に80歳前に亡くなって
も80歳までに受取予定の年金
の現在価値相当額を、「死亡一
時金」として遺族に支給。

　自分の年金の原資は自分
で保険料を積み立てるため、
加入者・受給者数に左右さ
れない安定した財政方式。

　所得税・住民税の節約と
なるほか、農業者年金基金
が運用して得られる運用益
も非課税。

お申し込みはこちら！
申・問　農業委員会事務局
（市役所1階）☎88 ｰ 8115
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Popoki
  Column
Popoki
  Column

　

ア
メ
リ
カ
本
土
で
は
、
そ
の
州
に
住

ん
で
い
る
人
を
「
〇
〇
ア
ン
」
と
呼
ぶ

こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
例
：
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
に
住
ん
で
い
る
人
↓
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
ン
）
皆
さ
ま
も
「
ハ
ワ
イ

ア
ン
」
と
い
う
と
「
ハ
ワ
イ
に
住
ん
で

い
る
人
」
と
認
識
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
し
か
し
、
ハ
ワ
イ
で

は
「
ハ
ワ
イ
ア
ン
」
と
い
う
言
葉
の
使

い
方
が
ア
メ
リ
カ
本
土
と
は
少
し
違
い

ま
す
。
ハ
ワ
イ
原
住
民
の
子
孫
の
こ
と

を
「
ハ
ワ
イ
ア
ン
」、
移
民
者
の
子
孫

の
こ
と
を
「
ロ
ー
カ
ル
」
と
呼
び
ま
す
。

ハ
ワ
イ
原
住
民（
ハ
ワ
イ
ア
ン
）と
は
？

　

ハ
ワ
イ
原
住

民
と
は
、
１
０

０
０
年
ほ
ど
前

に
ハ
ワ
イ
の

島
々
に
た
ど
り

着
い
た
ポ
リ
ネ

シ
ア
人
の
こ
と

で
す
。
ハ
ワ
イ

原
住
民
は
何
百
年
も
の
間
、
外
の
世
界

と
交
流
を
持
つ
こ
と
が
な
く
、
独
自
の

文
化
が
発
展
し
ま
し
た
が
、「
フ
ラ
」
や
、

勝山市国際交流員
サトウ・ナンシー

「ハワイアン」と「ローカル」の違い

ハワイの伝統的な船ハワイの伝統的な船

天
文
学
を
利
用
し
た
遠
洋
航
海
は
、
ポ

リ
ネ
シ
ア
文
化
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

移
民
者
（
ロ
ー
カ
ル
）
と
は
？

　

19
世
紀
ハ
ワ
イ
で
は
労
働
者
不
足
と

な
り
、
世
界
各
国
か
ら
移
民
者
を
招
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
世
界
中
か
ら
多

く
の
人
々
が
ハ
ワ
イ
に
移
住
し
、
ハ
ワ

イ
は
豊
か
な
国
に
成
長
し
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
国
の
移
民
者
の
間
で
生
ま

れ
、
育
っ
た
子
孫
は
「
ロ
ー
カ
ル
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
使
い
分
け
て
い
る
か

　

現
代
で
は
、「
ハ
ワ
イ
ア
ン
」
の
文

化
よ
り
「
ロ
ー
カ
ル
」
の
文
化
が
大
き

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ハ
ワ
イ
に
住

ん
で
い
る
人
々
は
、
自
分
と
相
手
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
認
め
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
る

た
め
「
ハ
ワ
イ
ア

ン
」
と
「
ロ
ー
カ

ル
」
の
使
い
分
け

を
し
て
い
ま
す
。

時
代
が
変
わ
っ
て

い
く
中
で
も
、
古
代
か
ら
受
け
継
が
れ

て
い
る
文
化
を
尊
重
し
て
い
ま
す
。
ハ

ワ
イ
か
ら
来
た
人
と
会
っ
て
話
す
機
会

が
あ
れ
ば
、
正
し
く
使
い
分
し
て
い
た

だ
け
た
ら
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

勝
山
の
多
く
の
集
落
は
、
そ
の
背
後

に
急
斜
面
の
山
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
心
配
さ
れ
る
の
が
、
土
砂
災
害
や

雪
崩
災
害
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
今
回

は
、
雪
崩
災
害
を
自
然
の
力
で
対
策
し

て
い
る
北
谷
町
谷
集
落
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

■
集
落
を
守
る
ブ
ナ
の
保
安
林

　

北
谷
町
谷
集
落
背
後
に
は
、
傾
斜
度

30
度
以
上
の
急
斜
面
が
あ
り
、
約
３
０

０
本
の
ブ
ナ
林
が
一
面
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。
ブ
ナ
の
治
水
性
と
い
う
特
性
か

ら
、
谷
の
ブ
ナ
林
は
雪
崩
や
大
雨
な
ど

の
災
害
か
ら
集
落
を
守
る
保
安
林
と
し

て
、
江
戸
時
代
の
頃
か
ら
伐
採
が
禁
止

さ
れ
、
地
域
の
人
た
ち
に
よ
り
大
切
に

守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ブ
ナ
林
は
、
土
を
つ
く
り
、
水
を
貯

え
、
気
候
を
和
ら
げ
、
多
く
の
生
物
を

養
う
は
た
ら
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
林

は
、
谷
集
落
を
自
然
災
害
か
ら
守
り
、

生
物
多
様
性
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

通
常
、
ブ
ナ
は
標
高
８
０
０
〜
１
５

０
０
ｍ
に
林
を

形
成
し
ま
す

が
、
こ
の
地
は

標
高
約
４
５
０

〜
５
０
０
ｍ
と

比
較
的
低
く
、

こ
れ
だ
け
多
く

の
ブ
ナ
が
こ
の

標
高
で
群
生
し

て
い
る
こ
と
は
と
て
も
貴
重

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
「
ブ
ナ
の
み
ち
」

　

谷
集
落
に
は
、
い
く
つ
か

の
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
（
森
林
な
ど
の

風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で

き
る
小
径
、
散
策
路
）
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
谷
集
落
か
ら
ブ
ナ
林
に
か
け

て
も
、
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
「
ブ
ナ
の

み
ち
」
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
ブ
ナ
林

の
ほ
か
、
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
や
オ
オ
バ

ク
ロ
モ
ジ
、
ヤ
ド
リ
ギ
な
ど
の
植
生
の

観
察
が
楽
し
め
ま
す
。
約
８
０
０
ｍ
進

ん
だ
終
点
に
は
、
山
体
の
斜
面
が
地
す

べ
り
し
た
際
に

形
成
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
周

囲
約
１
５
０
ｍ
、

水
深
約
２
ｍ
の

「
池
の
平
」
と
呼

ば
れ
る
沼
地
が

あ
り
、
古
く
か

ら
大
蛇
と
竜
の

池
の
伝
説
が
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

春
に
な
る
と
秋
に
落
ち
た
ブ
ナ
の
実

が
、
一
斉
に
芽
吹
き
ま
す
。
５
月
に
は

新
緑
の
「
谷
の
ブ
ナ
林
観
察
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問 　

ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
（
市

役
所
２
階
） 

☎
88
‐
８
１
２
６

－第18回－　雪崩から集落を守るブナ林－第18回－　雪崩から集落を守るブナ林

谷のブナ林谷のブナ林

池の平池の平
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■学生納付特例制度（学特）とは
　国民年金保険料の納付が困難な学生のための
納付猶予（先送り）制度です。
　本制度を受けた期間は受給資格期間に算入さ
れるため、老齢基礎年金やいざというときの障
害基礎年金、遺族基礎年金の受給資格を得るこ
とができます。

■平成28年度分の学特の受付が始まります
　4月より平成28年度（平成28年4月～平成29
年3月）の学生納付特例の申請受付が始まります。
申 請に必要な物▶年金手帳（お持ちの方）、印鑑、
学生証のコピー（有効期限記載面まで）また
は在学証明書（原本）
申請場所▶市民課または福井年金事務所

■過去に学生納付特例制度を受けた方
　10年以内であれば保険料を納付（追納）する
ことができます。詳しくは下記までお問い合わ
せください。

■ 平成27年度に学生納付特例制度を受けて
いる方
　日本年金機構より、学生納付特例制度更新ハ
ガキが4月上旬に郵送されます。必要事項ご記入
の上、期限までに投函してください。また、平
成28年2月中旬以降に承認された方については
ハガキの郵送時期が5月以降となりますが、この
場合は更新のハガキを待たずに、4月中に前もっ
て新年度分の申請用紙の提出もできます。
※ 在学期間などの変更がある方など、新たに申
請が必要な場合があります

年
金

学生納付特例の申請をお忘れなく！学生納付特例の申請をお忘れなく！20歳以上の20歳以上の
学生の方へ学生の方へ

　「ねんきんネット」に登録するとお持ちの端
末などでこれまでの年金の加入記録が確認でき
ます。また市民課窓口にて登録いただければ加
入・納付の記録を発行しますので、ぜひご利用
ください。

「ねんきんネット」をご利用ください！

問　市民課（市役所1階）☎88 ｰ 8102　　　福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 4516

平成28年度より軽自動車税の税率が変わります
　原動機付自転車、二輪車、小型特殊自動車など（表1）については、購入や登録の時期にかかわらず、す
べての車両について平成28年度分の軽自動車税から改正後の税率が適用されます。三輪・四輪以上の軽自
動車（表2）については新車登録した時期（自動車検査証の「初年度検査年月」）により税率が変わります。

問　税務課（市役所1階）☎88 ｰ 8101

表１　原動機付自転車、
　　　二輪車小型特殊自動車などの税率

区分(二輪等) H27年度
までの税率

H28年度
からの税率

原動機付
自転車

50㏄以下 1,000円 2,000円
50㏄超
90㏄以下 1,200円 2,000円

90㏄超
125㏄以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円
二輪の軽自動車など
(125㏄超250㏄以下) 2,400円 3,600円

二輪の小型自動車
(250㏄超) 4,000円 6,000円

小型特殊
自動車

農耕用のもの
(トラクターなど) 1,000円 2,000円

その他 4,700円 5,900円

表２　三輪・四輪以上の軽自動車の税率

区分
（軽四輪など）

H27.3.31
以前に新
車登録

H27.4 .1
以降に新
車登録

新車登録か
ら１３年を
超える車両

四
輪
以
上

乗　用
自家用 7,200円 10,800円 12,900円
営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨物用
自家用 4,000円 5,000円 6,000円
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

三輪車
（660㏄以下） 3,100円 3,900円 4,600円

※ 地方税の改正により、軽自動車税のクリーン化特
例（税の軽減）が平成28年度より実施の予定です
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平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害

の
あ
っ
た
東
北
地
方
の
被
災
3
県

（
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
）

で
は
、
い
ま
だ
に
風
評
被
害
が

残
っ
て
お
り
、
産
業
な
ど
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
全
国
市
長
会
か
ら
の
呼

び
か
け
で
、
被
災
地
の
復
興
を
支

援
す
る
た
め
、
被
災
地
の
情
報
を

広
報
紙
で
発
信
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
物
資
支
援
・
職
員
派

遣
な
ど
で
応
援
し
て
い
る
岩
手
県

陸
前
高
田
市
の
魅
力
を
紹
介
し
ま

す
。

東
日
本
大
震
災
と

勝
山
市
の
支
援
に
つ
い
て

　

勝
山
市
は
、
発
災
後
の
平
成
23

年
3
月
14
・
17
・
31
日
の
３
回
に

分
け
て
、
支
援
物
資
を
輸
送
し
ま

し
た
。
ま
た
、
陸
前
高
田
市
の
要

請
を
受
け
、
平
成
23
年
4
月
5
日

か
ら
26
日
間
福
祉
避
難
所
「
生
出

（
お
い
で
）
炭
の
家
託
老
所
」
の

開
設
・
運
営
を
行
い
、
延
べ
69
人

を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
25
・
27
年
度
の

1
月
〜
3
月
に
税
務
課
職
員
と
し

て
1
人
ず
つ
派
遣
し
ま
し
た
。
今

後
も
、
職
員
派
遣
に
つ
い
て
は
要

請
が
あ
れ
ば
応
え
る
予
定
で
す
。

希
望
の
灯
り

　

５
年
連
続
、
震
災
で
亡
く
な
っ

た
方
の
ご
冥
福
と
速
や
か
な
復
興

を
願
い
蝋
燭
を
灯
し
て
い
ま
す
。

震
災
後
の
陸
前
高
田
市

　

陸
前
高
田
市
は
、
岩
手
県
太
平

洋
岸
の
最
南
端
と
い
う
位
置
か

ら
、
温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
風
土

に
恵
ま
れ
た
三
陸
の
１
都
市
で
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
津
波
に
よ
り
「
市
街

地
が
壊
滅
」
と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど

の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
震
災
か

ら
５
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
震
災
前
に
２
万
３
千
人
い
た

人
口
は
、
今
１
万
９
千
人
台
に
落

ち
、
３
千
人
以
上
が
減
少
し
て
お

り
、
今
後
も
人
口
減
少
と
高
齢
化

が
進
む
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま

す
。
高
台
に
造
成
さ
れ
た
住
宅
地

で
は
、
住
宅
再
建
工
事
が
進
み
、

災
害
公
営
住
宅
も
計
画
の
８
割
ほ

ど
が
完
成
す
る
に
至
っ
て
い
ま

す
。
や
っ
と
住
宅
が
再
建
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
市
民
に
は
笑
顔
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
、
市
民
が
喜
ぶ
こ
と
の
一
つ

は
、
震
災
時
に
支
援
で
来
て
い
た

方
が
再
訪
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
お

世
話
に
な
っ
た
方
に
、
再
建
し
た

自
宅
や
職
場
を
見
て
も
ら
っ
た
り
、

復
活
し
て
き
た
産
品
を
味
わ
っ
た

り
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
、
市

民
全
員
が
思
っ

て
い
ま
す
。

陸
前
高
田
市
は

陸
前
高
田
市
は

　　　　　

魅
力
が
い
っ
ぱ
い
！

　　　　　

魅
力
が
い
っ
ぱ
い
！

観
光
・
グ
ル
メ
情
報

観
光
・
グ
ル
メ
情
報

●
奇
跡
の
一
本
松

　

陸
前
高
田
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
は
、
ま
ず
「
奇
跡
の
一
本

松
」が
上
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

大
震
災
の
津
波
に
も
１
本
だ
け
生

き
残
り
、
市
民
の
心
の
支
え
に

な
っ
た
一
本
松
。
現
在
は
、
枯
死

し
た
た
め
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
多
く
の

観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

● 

陸
前
高
田
ホ
タ
テ
と
ワ
カ
メ
の

炙
り
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
御
膳

　

陸
前
高
田
に
行
か
な
い
と
食
べ

ら
れ
な
い
観
光
グ
ル
メ
と
し
て

「
陸
前
高
田
ホ
タ
テ
と
ワ
カ
メ
の

炙
り
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
御
膳
」
が
３

月
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

　

広
田
湾
産
の
ホ
タ
テ
や
ワ
カ
メ

を
使
っ
た
ご
当
地
グ
ル
メ
で
あ

り
、
ワ
カ
メ
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
と

ホ
タ
テ
の
炙
り
の
ダ
ブ
ル
フ
ァ
イ

ア
ー
が
特
徴
で
す
。

　

ご
飯
も
陸
前
高
田
の
ブ
ラ
ン
ド

米
「
た
か
た
の
ゆ
め
」
を
使
っ
て

お
り
、
こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い

美
味
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

●
気
仙
大
工
左
官
伝
承
館

　

江
戸
時
代
か
ら
出
稼
ぎ
の
大
工

集
団
と
し
て
名
を
は
せ
て
い
た

「
気
仙
大
工
」
の
優
れ
た
建
築
技

法
を
後
世

に
伝
え
る

た
め
に
建

設
さ
れ
ま

し
た
。
当

時
の
建
築

様
式
に
よ

り
、
材
料

問　

陸
前
高
田
市
役
所

企
画
部
商
工
観
光
課

☎
0
1
9
2
‐
54
‐
2
1
1
1

　

HP http://w
w
w
.city.

rikuzentakata.iw
ate.jp/

　
　
　
　
　

３
月
11
日
で
東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
５
年
が
経
ち
ま
す

岩
手
県
陸り

く
ぜ
ん前

高た
か

田た

市
の

復
興
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

岩手県岩手県

陸前高田市

「希望の灯り」点灯式

奇
跡
の
一
本
松
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

市
公
認
ロ
ゴ
マ
ー
ク

は
全
て
気
仙
杉
な
ど
の
地
元
産
材

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
周
辺
に
は

「
3
・
11
希
望
の
灯
り
」
や
リ
ア

ス
式
海
岸
が
一
望
で
き
る
展
望
台

が
あ
り
ま
す
。
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かつやま“恐竜サッカー”大使

サウルコス福井のサウルコス福井の
　　　　　応援に行こう!!　　　　　応援に行こう!!
開幕戦：4月10日㈰
　　　　午後１時 キックオフ！
会　場：テクノポート福井スタジアム
　　　　（坂井市三国町）

かつやまTHANKSDAY

　当日は、市内の小中学生と高校生の皆さんが、試
合運営にご協力くださいます。また、サウルコス福
井と小学生チームとの交流ミニサッカー大会や勝山
高校サッカー部とのテストマッチ、アドバンスター
の皆さんのダンスによるハーフタイムイベントなど
を予定しています。

勝山市民には、
無料観戦チケットを配布します。

配布場所▶市役所、各公民館、ゆめおーれ勝山
配布開始日▶3月22日㈫

問　サウルコス福井事務局　☎0776 ｰ 21 ｰ 7885
　　未来創造課（市役所2階）　☎88 ｰ 1115

5月28日㈯ 勝山市体育館「ジオアリーナ」の落成式をみんなで盛り上げよう！

はぴねすダンスはぴねすダンス
　　　　参加者募集！　　　　参加者募集！

「ジオアリーナ」のオープニングを記念して ｢勝山ウインドアンサンブル｣
（市民吹奏楽団）の演奏で、はぴねすダンスをみんなで踊ります！

【参加対象】
　子供から大人まで、どなたでも参加可能で
す。はぴねすダンスが初めての方でも歓迎で
す！お友達・ご家族・サークル仲間・同級生
とぜひ、皆さんお誘い合わせの上お申し込み
ください。
【申込方法】
　電話・FAX・メールまたは直接事務局にお
越しください。
【必要事項】
　氏名、年齢、連絡先（あれば、所属や学校名）
　※幼児・学生は保護者の承諾が必要です

【練習日】
　と　き▶4月6日～ 5月25日の毎週水曜日
　　　　　午後7時30分～ 9時
　ところ▶教育会館１階　大ホール
　※5月に楽団とのリハーサル有り
【持ち物】
　動きやすい服装、運動靴、タオル、飲み物

申・問　国体・スポーツ課（教育会館2階）☎88 ｰ 8127　FAX 88 ｰ 1120
E-mail：sports@city.katsuyama.lg.jp

募集締切
３月31日㈭
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力作が勢ぞろい！
■２月14日　鹿谷公民館・小学校

　第29回鹿谷町雪まつりが開催されました。恒例の
雪像コンテストも行われ、今年のテーマ「鹿谷町ア
ニマルランド」にあわせ、かわいい動物たちが勢ぞ
ろいしました。

谷のお面さん祭り
■２月13日　北谷町谷区教会

　式の中では、高砂と羽衣が謡われその場が静寂の
中に厳かな雰囲気に包まれました。４面のお面の表
情から、今年も五穀豊穣との事でした。「おばの料理」
に皆さん舌鼓をうち、新しい芸も披露され終始和や
かでした。

今年も元気いっぱいに交流
■２月13～14日　市内各所

　小浜市との都市間交流事業の一環として、小浜市
と勝山市の小学生との交流が行われ、スキージャム
勝山でのスキー体験や、べんがら染めのエコバッグ
作りなどを行いました。

滝波のお面さん祭り
■２月11日　滝波ふれあい会館

　３面のお面がご開帳され、訪れた人たちは、お面
の表情を眺めながら今年一年の健康や五穀豊穣を
祈っていました。

左義長を一足早く
■２月７日　成器西小学校

　西の子左義長まつり2016が行われました。児童全
員が左義長ばやしにのって浮かれているシーンは迫
力がありました。

中国の正月を楽しむ
■２月７日　教育会館

　国際交流サロン中国春節パーティー2016が開か
れ、水餃子を作ったり、中国茶でのティータイムを取
りながら楽しいひとときを過ごしていました。
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勝山市総合行政審議会委員のご紹介
　2月23日㈫、下記の方々に勝山市総合行政審議会の委員
を委嘱しました。
　同審議会は、市民生活の安定と福祉向上を目的に、第5次
勝山市総合計画に関する事項や市の重要事項について市長
の諮問に応じる機関で、条例により設置しています。
　任期は平成30年2月22日までとなっています。
問　未来創造課（市役所2階）☎88 ｰ 1115

勝山市総合行政審議会委員（順不同、敬称略）
　飯田　健志（福井大学）　　笠井　恭子（福井県立大学）
　笠川　吉盛（北郷）　　　　上山　峰子（猪野瀬）
◎北川　賢一（勝山）　　　　木村　篤郎（勝山）
　黒田　成美（荒土）　　　〇重松あゆみ（勝山）
　谷川　一男（平泉寺）　　　多比良幸一（金融機関）
　中村　直子（村岡）　　　　野尻由紀子（遅羽）
　松岡　博幸（福井工業大学）   松山　千種（猪野瀬）
　鷲田　資博（村岡）　　　　※◎会長　○会長代理

村岡山シンポジウム村村村村村村村岡岡岡岡岡岡岡山山山山山山山シシシシシシシンンンンンンンポポポポポポポポジジジジジジジジウウウウウウウムムムムムムム
　地区の歴史を記録するため、村岡山城跡に
ついての聞き取り調査を実施しました。その
調査成果をもとに村岡山城と平泉寺の歴史に
ついて迫ります。
と　き▶3月19日㈯
　　　　午後1時30分～ 4時
ところ▶すこやか　多目的ホール
講　演▶松浦義則氏（福井大学名誉教授）
　　　　「平泉寺と村岡山」
　　　　仁木　宏氏（大阪市立大学教授）
　　　　「村岡山城合戦と勝山の成立」
報　告▶石川美咲氏（大阪市立大学大学院）
ト ーク▶松浦義則氏、仁木　宏氏、今井克己
氏(村岡町区長会長)、石川美咲氏
※参加費無料・申込不要
問　史蹟整備課（教育会館2階）
　　☎88 ｰ 8113

 

介
護
支
援
専
門
員

　

 （
嘱
託
職
員
）
を

　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

業 

務
内
容
▼
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
お
よ
び
高
齢
者
相
談

な
ど

募
集
人
数
▼
1
人

採
用
要
件
▼

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

• 

64
歳
以
下
（
Ｈ
28
・
4
・
1
現

在
）

• 

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有

す
る

※ 

保
健
師
・
看
護
師
の
有
資
格
者

で
、
今
後
介
護
支
援
専
門
員
資

格
試
験
を
受
験
し
て
い
た
だ
け

る
方
も
可

雇
用
予
定
日
▼
4
月
2
日
㈯

勤
務
場
所
▼
す
こ
や
か

勤
務
日
▼
月
〜
金
曜
日

勤
務
時
間
▼
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
4
時
45
分

賃
金
▼

　

介
護
支
援
専
門
員
ま
た
は

保
健
師
有
資
格
者

16
万
1
9
0
0
円

　

看
護
師
有
資
格
者

15
万
6
0
0
0
円

申
込
締
切
▼
3
月
28
日
㈪

申 
・
問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
」（
す
こ
や

か
内
） 

☎
87
‐
0
9
0
0

火入れ時の注意事項火入れ時の注意事項 春の火災予防運動（3春の火災予防運動（3月月2020日～日～2626日日））
　これからの時期、農業などを営むためにや
むを得ず行う、火入れの拡大による火災が発
生しやすくなりますので、次のことに注意し
てください。
【注意事項】
• 「火災とまぎらわしい煙又は火災を発生す
るおそれのある行為の届出書」を消防署へ
届け出る
• 水バケツや消火器など、消火できるものを
用意する
• 火入れをしている間はその場を離れない。
離れる場合は、確実に消火する
• 「風が強い」「空気が乾燥している」場合は、
火入れを中止する
• 「火災気象通報」が発表されたら、火入れ
を止める

問　消防署　☎88 ｰ 0400

◆3つの習慣
•寝たばこは、絶対やめる
• ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
• ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す

◆4つの対策
• 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する（義
務）
• 寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防
炎品を使用する
• 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設
置する
• お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協
力体制をつくる

問　消防署　☎88 ｰ 0400

住宅防火　いのちを守る　7つのポイント
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大
東
亜
戦
争
必
勝
祈
願（
碑
）

　

こ
の
碑
は
北
郷
町
東
野
区
の
大お
お

釼つ
る
ぎ

神
社
境
内

に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
碑
の
上
部
に
横
書
き
で
大

東
亜
戦
争
と
あ
り
、
中
央
に
縦
書
き
で
必
勝
祈

願
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
右
側
に
小
さ
く
「
献
納
」

と
あ
り
地
籍
の
字
名
と
山
林
面
積
を
、
下
部
に

は
献
納
者
の
大
阪
在
住
者
13
人
の
名
前
と
、
発

起
人
２
人
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
に
は

「
昭
和
十
七
年
九
月
十
五
日　

爲
記
念
東
野
区
建

之
」
と
あ
り
区
長
の
氏
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

大
東
亜
（
太
平
洋
）
戦
争
が
始
ま
っ
た
の
は

前
年
16
年
（
１
９
４
１
）
12
月
8
日
な
の
で
、

ほ
ぼ
１
年
が
経
過
し
た
頃
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
翌
年
の
３
月
頃
ま
で
は
日
本
軍
が
有

利
に
攻
勢
を
続
け
て
い
た
が
、
４
月
以
降
は
防

戦
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
軍
の
情
報
は

秘
さ
れ
て
い
た
に
し
て
も
、
碑
の
建
立
は
こ
う
し

た
情
況
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）
の
日
中
戦
争
か
ら

太
平
洋
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
正
確
な
数

字
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
軍
人
・
軍
属
だ

け
で
も
２
３
０
万
人
と
言
わ
れ
て
い
る
。
昭
和

6
年
（
１
９
３
１
）
の
満
州
事
変
以
降
の
戦
死

者
は
、
現
在
の
福
井
県
の
人
口
の
３
倍
を
超
え

よ
う
。
勝
山
で
も
多
く
の
方
が
戦
死
さ
れ
た
が
、

「
勝
山
市
の
石
碑
」（
２
０
１
４
発
行
）
に
は
日
露

戦
争
の
戦
没
碑
の
み
を
掲
載
し
て
い
る
。
墓
地

や
寺
院
境
内
あ
る
い
は
個
人
の
屋
敷
内
の
戦
没

碑
は
ほ
と
ん
ど
未
調
査
の
状
態
で
あ
る
。

　

荒
土
町
伊
波
の
佐
羅
（
白
山
一
宮
）
神
社
の
近

く
に
昭
和
13
年
に
建
て
ら
れ
た
戦
没
碑
が
立
つ
。

「
故
陸
軍
輜
重
一
等
兵　

勲
八
等
功
七
級　

岡
本

朗
之
墓　

昭
和
十
二
年
十
一
月
四
日
午
後
六
時　

於
北
支
山
西
省
廣
場
鎮
河
原
戦
死
」
と
あ
る
。

日
中
戦
争
が
始
ま
っ
て
４
か
月
後
に
戦
死
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

戦
地
の
兵
隊
さ
ん
を
励
ま
す
た
め
家
族
や
友

人
、
ま
た
全
国
の
子
供
や
女
性
た
ち
も
激
励
の

手
紙
を
出
し
た
。
し
か
し
戦
地
か
ら
家
族
宛
の

手
紙
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
な
か
で
、
戦

地
の
兵
隊
に
宛
て
た
手
紙
が
残
る
可
能
性
は
極

め
て
低
い
。
と
こ
ろ
が
島
田
嘉
右
エ
門
宛
手
紙

４
０
０
通
余
り
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
ま
さ
に
奇
跡
と
言
っ
て
よ
い
。

　

嘉
右
エ
門
は
大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
勝
山

町
沢
の
生
ま
れ
で
、
昭
和
10
年
か
ら
断
続
的
に

３
度
応
召
し
同
19
年
に
戦
死
さ
れ
た
。
こ
の
貴

重
な
手
紙
を
有
志
で
今
読
み
進
め
て
い
ま
す
。

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「９９０円のジーンズが
つくられるのはなぜ？」
～ファストファッションの
工場で起こっていること～

「恋ってなに？」「かわいい夫」

長田　華子／著
合同出版

大野　正人／共作
汐文社

山崎 ナオコーラ／著
夏葉社

ファストファッションという言葉が定着し、
小銭で洋服が買える時代になりました。そ
の仕組みの裏には、劣悪な環境で働く外
国の人達がいます。彼女たちの経済状況
や取り巻く社会、家庭内のさまざまな問題
を考えてみよう。

恋って、一体なんでしょう？それは、誰か
のことをとっても好きになること。その人
のことを考えて、嬉しくなったり、ドキドキ
したりすること。それなのに、人はどうし
て恋に悩むのでしょう。恋とは何かが少し
わかる1冊です。

日々の暮らし。父との死別。流産。ふた
たびの妊娠。さまざまな出来事をとおして、
あたらしい結婚の形と、変化していく作家
の心を浮かび上がらせる結婚エッセイ集。
互いの違和をむしろ楽しんでしまう夫婦関
係が、ほっこりしてあたたかい。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成28年２月末 前年比

総件数 ８２件 －２５件

人身事故
（うち高齢者）

４件
(０)

－５件
(－３)

死　者
（うち高齢者）

０人
(０)

０人
(０)

傷　者 ４人 －６人

物損事故 ７８件 －２０件

３月の納税

1月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 2月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,666人 8 －13 －5 12 －13 －1 11,660人 －6人
女 12,796人 7 －18 －11 9 －9 0 12,785人 －11人
合　計 24,462人 15 －31 －16 21 －22 －1 24,445人 －17人
世帯数 8,043世帯 8,038世帯 －5世帯

人口の動き

３月の納税はありません。

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪34
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知
っ
て
お
き
た
い
こ
ん
な
こ
と

知
っ
て
お
き
た
い
こ
ん
な
こ
と

睡
眠
障
害
に
つ
い
て

睡
眠
障
害
に
つ
い
て

恐竜博物館行事案内

問　県立恐竜博物館　☎88 ｰ 0001
　　http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/

4月13日㈬

「親子で恐竜キーホルダーを
つくろう！」

3月20日㈰
恐竜ふれあい教室

「親子で化石の消しゴムを
つくろう！」

4月10日㈰
恐竜ふれあい教室

「なぞの恐竜を研究しよう」4月17日㈰
博物館自然教室

休館日

行ってみよう

湯ったり勝山

　湯ったり勝山では、皆さんの趣味の披露の場
として「ミニ・ギャラリー」を開設しています。
写真は湯ったり勝山を利用されている高齢者の
方の作品です。来場者も足を止めて感心されて
います。見ていて、温かい気持ちになりますね。
湯ったり勝山では、絵画や書道、手芸、俳句な
ど皆さまの力作をお待ちしています。

とき▶3月20日㈰
内容▶健康カラオケ体操、
　　　ヴァイオリン演奏

脳若トレーニング体験講座
とき▶3月29日㈫　午前10時30分～
内容▶ｉＰａｄを使った脳トレ
定員▶24人（先着順）※先着順、要申込

３月のマイステージ

３月のイチオシ講座

問　地域包括支援センター「やすらぎ」
（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

緊急メールサービスの
登録はお済みですか？
　防災無線が聞き取りづらい状況
でも、防災情報や気象警報を知る
ことができます。まだ登録されて
いない方は、ぜひご登録ください。
問　総務課（市役所２階）　☎88 ｰ 1116

※ 詳しくは恐竜博物館のホームページをご覧ください

QRコードを
読み取り

空メールを送信

◎
今
月
の
湯
っ
た
り
川
柳

越
前
の　

大
仏
眺
め
湯
っ
た
り
と

　

睡
眠
障
害
と
は
、
睡
眠
に
何
ら

か
の
問
題
が
あ
る
状
態
を
い
い
ま

す
。
原
因
は
、
環
境
や
生
活
習
慣

に
よ
る
も
の
、
精
神
的
・
身
体
的

な
病
気
か
ら
く
る
も
の
、
薬
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
も
の
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

•
不
眠
症

寝
つ
き
が
悪
い
、
熟
睡
で
き

な
い
、
夜
中
や
早
朝
に
目
が

覚
め
て
し
ま
う

•
過
眠
症

日
中
に
強
い
眠
気
が
生
じ
起

き
て
い
ら
れ
な
い

•
む
ず
む
ず
脚
症
候
群

脚
の
む
ず
む
ず
し
た
不
快
感

や
痛
み
に
よ
り
眠
れ
な
い

•
概
日
リ
ズ
ム
睡
眠
障
害

望
む
時
間
に
睡
眠
が
と
れ
ず

活
動
に
支
障
を
き
た
す

•
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

　

睡
眠
中
に
呼
吸
が
止
ま
る

　

睡
眠
障
害
は
疾
患
に
よ
っ
て
治

療
法
が
異
な
り
ま
す
。「
眠
れ
な

い
」
か
ら
「
睡
眠
薬
治
療
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
原
因
と
な
る
疾
患

が
適
切
に
診
断
さ
れ
、
原
因
に
応

じ
た
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

症
状
の
把
握
と
と
も
に
、
睡
眠

環
境
・
習
慣
に
つ
い
て
も
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う
。
よ
く
な
い
睡
眠

環
境
や
誤
っ
た
睡
眠
習
慣
が
、
睡

眠
を
妨
げ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。●

睡
眠
時
間
に
こ
だ
わ
ら
な
い

● 

就
床
時
刻
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ

ず
、
眠
く
な
っ
て
か
ら
床
に

つ
く

●
毎
日
同
時
刻
に
起
床
す
る

● 

眠
る
以
外
の
目
的
で
床
の
中

で
過
ご
さ
な
い

● 

昼
寝
は
短
め
に
、
遅
く
と
も

午
後
３
時
前
に

問   

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
8
8
8

※ 春休み期間中（3月25日㈮～ 4月5日㈫）は開
館しています


